
はじめに

平成23年 3月 11 日の東京電力福島第一原子力発電所の事故により放出され

た放射性物質による健康不安は、私たちが今後数十年にわたり向き合っていかな

ければならない問題で、正確でタイムリーな情報提供が極めて重要です。このた

め、関係府省庁と一体となり、放射線の基礎知識と健康影響、事故の状況と放射

能放出、環境モニタリングと汚染状況、食品中の放射能濃度、事故からの回復に

向けた取組と除染の考え方、放射線被ばくと県民健康調査結果と 6章に分けて、

有識者の先生方に監修をいただき、国の統一的な基礎資料としています。

環境省放射線健康管理担当参事官室では、平成 24年に国立研究開発法人放射

線医学総合研究所に委託する形で、放射線の基礎知識、放射線による健康影響に

関する科学的な知見や関係省庁の情報について収集整理を行い、「統一的な基礎

資料」をまとめました。監修にご協力いただいた先生方に深く感謝いたします。

成果物は、環境省ホームページ *上で公開しており、ダウンロードして研修や

授業等にお使いいただけます。また、2分冊のハンドブックとして、無償配布す

ることといたしました。ぜひ、参考図書として、ご活用ください。

平成 27年 7月 1日

環境省　放射線健康管理担当参事官室
国立研究開発法人　放射線医学総合研究所

*放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料を掲載しているURL

http://www.env.go.jp/chemi/rhm/kisoshiryo-01.html
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